
k
も
こ
よ
ゐ
論
な
か
る
べ
し
。
着
れ
ご
も
カ
は
時
代
の
如
脈
途
に
振
は
ざ
り
し
も
の
、
所
詮
は
カ
の
足
ら
ざ
り
し
に
、

何
を
問
は
す
し
て
そ
の
結
果
を
左
右
す
べ
し
。
眞
智
の
法
．
あ
る
べ
き
か
否
か
。
　
　
．
　
　
．
　
：
∴
！
～
　
㍉

三
訂
地
理
學
に
與
へ
れ
る
量
界
…
戦
孚
の
…
教
訓
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
．
＼
小
．
一
三
州
∵
’
一
一
、
琢
．
・
『
『
治
一
∵

　
開
戦
以
來
五
年
に
互
っ
て
街
前
途
如
何
に
成
り
行
く
か
　
皮
家
に
し
て
地
理
家
士
る
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
氏
が
露
國
め
世
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
プ
ニ
ヅ
ト

全
く
見
當
の
つ
か
鍛
冷
回
の
世
界
塾
風
は
眞
に
世
界
的
の
　
界
的
位
概
を
論
じ
て
世
界
の
歯
軸
ご
呼
ん
だ
、
ゼ
其
の
傷
虞

も
の
で
、
ク
ジ
ー
シ
ー
の
世
界
十
五
決
戦
史
に
記
載
さ
れ
F
は
今
や
猫
逸
の
工
む
る
所
こ
な
ら
ん
こ
し
、
從
っ
て
今
後

セ
も
の
》
如
き
は
之
に
比
し
て
眞
の
兇
戯
に
過
ぎ
ぬ
。
其
　
職
雫
が
縫
諒
す
る
蕩
合
に
此
の
福
軸
か
ら
東
方
に
來
侵
す
い

の
交
戦
の
範
團
が
欧
洲
を
磁
心
こ
し
て
五
洲
の
海
陸
に
康
　
べ
き
敵
軍
の
勢
力
の
波
動
が
那
遽
ま
で
波
及
す
る
か
藩
職
一

が
つ
て
、
濁
逸
の
海
軍
が
キ
ー
ル
に
封
鎖
さ
れ
陀
診
日
に
　
箏
の
中
心
か
ら
逡
隔
の
我
が
東
洋
す
ら
不
安
の
念
を
起
す
・

至
っ
て
も
、
其
の
潜
航
艇
の
活
動
に
よ
っ
て
思
ひ
懸
け
ぬ
　
こ
ご
に
な
つ
沈
ゆ
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
波
斯
々
に
印
度
は
更
に

印
度
洋
の
海
上
で
我
が
常
陸
九
が
毒
牙
に
鯛
れ
莚
機
な
事
　
近
く
、
置
土
濁
逸
の
野
忠
義
面
心
か
ら
も
此
等
の
方
面
の
．

件
す
ら
起
り
つ
、
あ
る
。
又
た
本
年
に
至
っ
て
ス
ラ
ブ
民
　
作
戦
が
必
ず
陰
に
陽
に
種
々
に
試
み
ら
れ
る
筈
で
あ
み
。
、

族
の
諸
國
は
猫
懊
軍
に
捲
り
立
て
ら
れ
て
壷
掘
の
大
都
市
　
　
從
來
の
職
事
地
理
學
の
問
題
こ
も
て
取
扱
は
れ
π
所
は
’

皆
其
手
に
落
ち
ん
ご
す
る
危
機
に
瀕
し
て
家
泥
ゆ
英
國
歴
　
ム
ー
回
の
職
箏
の
光
輝
に
よ
っ
て
絵
り
に
荻
駐
な
局
部
的
専
い

　
　
　
第
一
二
巻
　
　
叢
　
観
　
　
論
理
地
理
學
に
奥
へ
六
る
世
界
…
載
撃
の
根
号
　
　
　
　
　
　
　
第
三
槻
ヒ
　
　
八
九
、
（
四
三
、
一
V



　
　
　
・
第
三
懸
　
　
叢
…
説
　
　
戦
撃
地
理
學
に
▼
興
へ
れ
る
世
界
戦
争
の
石
動
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　

九
〇
（
四
三
二
）

科
的
の
方
面
に
限
ら
れ
元
も
の
で
あ
っ
覚
こ
ご
が
明
瞭
ご
　
起
つ
三
所
の
亜
濠
戦
か
ら
、
職
蕩
の
土
性
、
地
質
が
戦
闘

な
つ
π
o
薔
式
の
職
雫
地
理
學
で
は
戦
瘍
に
於
け
る
軍
の
　
に
以
前
よ
り
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
西
部
載
雫
に
於

難
敵
行
動
に
及
ぼ
す
地
勢
、
地
貌
、
地
形
等
の
影
響
が
主
　
．
け
る
巴
里
凹
地
の
地
質
製
造
が
局
部
局
部
の
攻
勢
守
勢
に

要
の
題
目
ご
さ
れ
て
、
其
他
の
地
曳
的
事
項
は
輕
親
さ
れ
　
質
し
て
種
々
の
障
擬
及
利
便
を
供
す
る
こ
ざ
に
な
っ
て
居

又
民
族
、
空
蝉
、
政
治
等
の
人
文
的
事
項
に
至
っ
て
は
殆
　
る
。
ス
カ
ン
デ
ナ
ブ
イ
ァ
の
聯
合
軍
西
部
職
況
覗
察
員
中

ん
ご
全
く
無
視
さ
れ
て
堅
実
。
然
る
に
今
回
の
戦
争
に
よ
　
に
地
質
家
が
墾
加
し
て
來
だ
の
は
此
の
必
要
を
裏
書
し
て

つ
て
戦
争
に
關
す
る
地
理
的
考
察
の
滞
陣
が
非
常
に
籏
大
　
居
る
。
從
っ
て
將
來
の
作
戦
に
は
戦
瘍
の
地
質
圖
及
び
土

さ
れ
て
、
殆
ん
ご
地
理
學
の
研
究
す
る
あ
ら
ゆ
る
方
面
が
　
性
圖
を
利
用
す
る
ご
否
ご
に
よ
っ
て
職
岡
に
影
響
す
る
利

回
璽
に
何
等
か
の
關
係
を
有
す
る
の
み
な
ら
す
、
入
文
地
　
不
利
頗
る
大
な
る
も
の
が
あ
る
◎

理
解
の
各
種
の
事
項
が
非
常
に
重
要
な
要
素
π
る
べ
き
こ
　
　
職
瘍
に
於
け
る
氣
候
及
び
氣
象
の
及
ぼ
す
影
響
も
亦
陀

ご
が
高
調
さ
れ
陀
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
去
の
戦
孚
に
戚
じ
起
よ
り
も
一
層
重
大
ε
な
つ
セ
。
從

　
論
れ
ご
も
此
の
如
く
戦
孚
地
理
學
の
問
題
の
範
園
が
婆
來
の
職
箏
の
如
く
偵
察
任
務
が
圭
こ
し
て
騎
丘
ハ
に
限
ら
れ

　
　
　
　
　
エ
ク
ス
テ
ソ
シ
プ

・
大
さ
れ
て
、
外
延
的
に
黒
影
す
る
ご
同
時
に
、
從
來
の
研
　
π
時
代
で
は
、
大
氣
の
温
度
や
風
向
の
嵐
窓
は
或
程
度
ま

究
範
園
に
於
る
戦
傷
の
地
理
的
關
係
の
如
き
も
の
も
一
履
　
で
無
視
さ
れ
得
π
筈
で
あ
る
が
、
今
や
飛
行
機
の
使
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
チ
ソ
シ
プ

科
魚
骨
に
考
察
す
る
の
必
要
が
生
じ
て
、
．
内
延
的
に
も
進
　
よ
っ
て
偵
察
の
面
目
が
一
新
し
、
其
上
に
時
こ
し
て
飛
航

歩
を
促
す
こ
ご
に
な
つ
π
例
の
少
な
か
ら
ぬ
こ
ご
も
注
意
　
船
が
攻
撃
の
武
裾
こ
し
て
働
き
得
る
の
み
な
ら
す
、
毒
琵

さ
れ
る
℃
其
一
の
事
審
ハ
は
攻
撃
の
武
…
器
の
…
進
歩
に
よ
っ
て
　
新
す
ら
職
…
線
に
覗
叡
布
さ
れ
る
こ
ご
に
な
つ
．
て
氣
象
め
豫
知



即
ち
天
降
豫
報
が
攻
守
共
に
必
要
敏
く
可
ら
ざ
る
こ
ご
に
　
が
、
普
佛
戦
争
の
際
聯
邦
軍
隊
の
佛
國
境
を
越
へ
だ
総
数

な
つ
陀
。
戦
事
の
開
始
後
壁
佛
の
天
氣
算
筆
が
猫
探
に
よ
　
百
十
五
萬
人
ご
注
さ
れ
π
9
日
露
戦
雫
に
日
本
の
満
洲
に

つ
て
密
報
さ
れ
る
の
で
、
．
豫
報
の
畳
表
を
見
合
は
し
π
の
　
出
し
だ
戦
闘
員
及
び
直
接
戦
箏
に
關
潔
し
だ
非
戦
翻
員
の

は
最
も
題
号
に
此
の
影
響
の
重
要
を
語
る
も
の
で
め
る
Q
　
総
数
ご
雄
二
百
鯨
寓
を
越
ぬ
な
ん
だ
こ
想
は
れ
る
。
此
等

而
し
て
此
の
天
歩
豫
報
の
秘
密
圭
義
が
行
は
れ
て
申
央
同
　
の
冥
合
に
は
何
れ
も
國
の
肚
丁
金
華
に
興
す
る
或
率
だ
け

盟
國
側
の
不
利
な
こ
ご
は
、
西
厭
及
び
中
隊
の
氣
象
の
地
　
が
戦
瘍
に
繰
り
出
さ
れ
π
鐸
で
、
從
っ
て
人
口
關
係
か
ら

球
自
縛
の
原
則
に
從
っ
て
氣
塵
の
墾
化
の
西
か
ら
東
へ
の
　
國
民
の
堪
ね
得
る
極
限
よ
り
は
蓬
か
に
低
い
拳
に
過
ぎ
な

移
動
に
よ
り
て
支
配
さ
れ
る
爲
め
で
、
大
西
洋
岸
の
軽
羅
　
か
つ
だ
筈
で
あ
る
。
然
る
に
今
回
は
載
闘
に
墾
黙
す
る
員

豫
報
不
朋
の
結
果
は
英
國
攻
撃
を
企
労
す
る
濁
逸
の
飛
航
　
数
は
各
國
美
に
人
口
の
頗
る
高
牽
を
占
め
》
濁
逸
の
如
き

船
の
使
用
の
整
合
に
殊
に
痛
く
戚
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
ご
　
里
人
ロ
約
三
千
二
百
萬
の
内
十
五
歳
以
上
五
十
歳
ま
で
の

想
は
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
ロ
を
其
牢
激
こ
す
れ
ば
約
千
五
百
萬
で
、
其
五
分
二
乃

　
次
に
載
雫
に
影
響
す
る
人
文
的
關
係
の
今
回
の
戦
箏
馬
至
二
分
一
は
既
に
重
囲
を
脛
て
十
分
一
位
死
亡
及
塵
兵
ご

於
て
從
來
よ
り
一
層
璽
要
こ
な
る
特
色
を
観
る
に
其
第
一
　
な
つ
托
ら
う
ご
推
察
す
る
の
は
誇
大
に
失
せ
ぬ
ご
想
ふ
。

問
題
は
交
返
國
の
入
口
ご
國
民
の
素
質
で
め
る
○
國
黒
蜜
　
ジ
ェ
ヂ
攻
撃
以
來
濁
逸
の
戦
法
が
艇
取
つ
π
集
團
攻
撃
か

兵
の
主
義
は
今
回
の
畑
瀬
に
始
ま
つ
把
も
の
で
は
な
い
が
　
ら
推
せ
ば
或
は
省
ほ
多
数
で
あ
り
得
る
。
故
に
若
し
推
淀

事
實
上
に
國
民
皆
兵
主
義
の
早
行
さ
れ
π
の
は
A
コ
回
ご
想
　
に
し
て
申
ら
す
ご
も
遽
か
ら
す
ご
せ
ば
男
人
口
総
数
の
嗣
．

は
れ
る
。
普
國
で
は
十
九
世
紀
の
初
め
か
ら
實
施
さ
れ
だ
，
罰
に
近
き
死
傷
者
を
標
し
、
働
き
盛
り
の
人
口
の
一
割
を

　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
號
　
　
戦
＄
地
理
學
に
輿
へ
翻
る
世
界
戦
畢
の
馬
立
　
　
　
　
　
　
　
第
三
槻
　
　
　
九
』
　
（
糊
三
三
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
　
　
　
戦
争
地
理
學
に
廊
ハ
へ
六
る
世
界
戦
争
の
敏
剴
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
二
牌
（
四
三
四
ヅ

永
遽
に
失
し
π
ら
う
○
佛
國
の
如
く
其
の
三
分
二
に
足
ら
し
把
こ
ご
を
記
載
し
て
居
る
が
、
囁
今
回
各
交
戦
國
の
兵
員

濾
人
口
の
國
で
は
其
の
人
口
に
鋼
す
る
動
員
の
峯
は
夏
に
補
充
の
困
難
は
挫
も
我
が
日
露
役
の
魚
期
起
鍛
蹴
乃
補
流
’

高
く
、
補
充
の
困
難
も
多
い
鐸
で
、
初
め
か
ら
廉
管
長
李
兵
徴
集
な
ご
の
實
況
か
ら
想
像
さ
れ
ま
ヤ
○
故
ζ
著
し
も

の
職
法
に
よ
っ
た
守
勢
を
取
っ
て
脳
鏡
鋒
を
避
け
π
の
は
　
聯
舎
軍
の
西
部
戦
線
の
防
備
が
十
分
で
あ
な
徹
す
れ
ぜ
隅
．

此
の
人
口
の
關
係
か
ら
至
心
で
あ
っ
て
凋
逸
の
如
く
肉
弾
今
回
轟
然
試
み
つ
、
あ
る
濁
逸
軍
の
集
團
攻
撃
漸
騰
回
慨

で
堅
陣
を
衝
く
戦
法
は
戦
箏
永
延
く
に
從
っ
て
倍
誓
事
あ
掌
繰
返
す
こ
ご
は
兵
員
を
濡
博
す
る
こ
ご
多
大
で
、
．
結
局
人
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ハ
　
ア
　
ポ

し
く
見
る
て
來
た
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潟
の
絶
鋼
数
か
ら
生
す
な
兵
員
構
充
の
困
難
が
講
瓢
を
促
’

　
今
や
セ
ル
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
潰
敗
に
暑
い
て
露
慰
す
重
な
動
機
こ
な
る
べ
き
は
疑
を
窮
れ
虹
。
．
　
．
、
、
．

が
言
解
し
た
爲
め
に
猫
填
の
東
方
の
配
遣
を
緩
め
て
西
部
　
　
此
の
如
き
次
第
で
酒
毒
の
規
模
の
大
こ
な
％
起
從
て
國

僻
太
利
に
向
け
る
こ
ご
が
可
能
ご
は
な
つ
柁
が
、
聯
合
軍
　
家
の
有
す
る
人
口
の
多
少
が
兵
員
補
充
の
難
易
を
決
定
す

は
新
に
合
衆
國
を
加
へ
て
職
團
員
の
耕
助
は
兎
に
角
武
器
　
る
に
倍
重
大
こ
な
る
。

揮
藥
食
糧
等
の
補
充
は
倍
潤
澤
こ
な
つ
π
か
ら
、
守
勢
を
　
　
戦
孚
地
理
學
か
ら
観
て
人
口
が
此
の
如
や
重
要
で
あ
る

維
持
す
る
に
は
爾
十
分
の
隠
妻
あ
り
ご
詳
論
ら
れ
る
．
コ
　
か
ら
現
在
の
人
口
を
考
へ
る
に
止
ら
す
し
て
、
其
培
加
峯

八
＝
二
年
の
徴
兵
及
び
ヲ
ー
タ
毒
気
l
し
の
小
説
は
佛
國
　
を
考
へ
て
將
來
を
推
定
す
る
を
要
す
る
Q
而
℃
て
ズ
複
利

小
説
家
エ
ア
ク
マ
ン
、
シ
ヤ
ト
リ
ア
ン
が
生
存
者
の
實
歴
注
の
計
算
法
に
よ
っ
て
輩
に
増
加
奪
を
乗
ず
る
の
み
で
は

談
に
よ
っ
て
書
い
把
も
の
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ラ
イ
プ
チ
　
不
正
確
で
、
増
搬
進
峯
即
増
加
率
の
増
減
を
考
に
入
れ
る
ゴ

ヒ
敗
戦
の
前
後
に
兵
員
の
補
充
に
嵩
ん
で
鞍
ま
で
を
徴
集
　
を
要
す
る
。
濁
佛
両
舌
の
五
十
年
前
即
ち
普
佛
戦
雫
の
時



㌔

・
の
人
口
ご
現
在
の
両
國
人
口
ご
を
比
較
す
れ
ば
佛
國
の
塔

加
率
の
小
な
る
爲
め
に
不
利
な
位
縫
に
在
る
の
は
何
人
も

知
る
所
で
ゆ
の
る
が
、
A
・
－
図
戦
々
の
開
始
前
に
濁
逸
は
既
に

入
口
増
加
峯
の
減
退
を
見
て
居
π
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後

幾
十
年
後
の
濁
佛
両
隣
の
人
口
を
比
較
せ
ん
こ
す
る
に
は

此
の
増
加
輩
（
此
蕩
合
に
は
負
性
）
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

簡
軍
な
鼠
錦
は
此
蕩
合
に
適
用
さ
れ
ぬ
。

　
　
日
本
の
難
壁
怯
如
何
。
今
日
ま
で
省
ほ
正
確
な
入
旧
調

査
が
行
は
れ
な
か
つ
π
か
ら
靴
墨
地
質
圖
、
土
性
圖
、
毎

凋
の
天
氣
敏
な
き
ご
同
℃
非
科
學
的
な
立
傷
に
在
る
も
の

ψ
で
鴇
是
は
將
來
の
兵
員
補
充
を
計
配
す
る
七
當
っ
て
非
望

：
な
敏
黙
で
あ
乃
。
今
後
は
少
く
も
五
年
毎
に
入
口
調
査
を

　
行
っ
て
精
密
正
確
な
人
臼
及
び
其
増
加
峯
堆
薫
習
拳
を
明

　
か
に
せ
ね
ば
軍
事
上
か
ら
將
來
の
兵
員
補
充
の
計
売
を
正

　
確
に
立
て
ら
れ
ま
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
」

　
國
民
の
種
族
、
素
質
も
亦
把
丘
バ
カ
を
考
ふ
る
に
重
要
な

内
問
題
で
あ
る
が
、
是
は
純
地
理
學
似
外
の
範
園
に
渉
ゐ
も

　
　
　
第
三
癌
　
　
叢
観

の
で
人
文
地
理
學
の
現
在
に
於
て
論
ず
る
こ
ご
が
困
難
で

も
あ
ウ
、
叉
だ
濁
か
今
回
の
戦
孚
に
よ
つ
．
て
特
に
著
明
こ

の
な
つ
だ
課
で
も
な
い
か
ら
弦
に
は
論
ぜ
ぬ
◎
．
・
．
．

．
第
二
の
聞
題
は
國
の
富
源
を
開
登
利
用
す
る
所
の
産
業

で
、
即
ち
経
濟
地
理
學
の
範
型
に
饗
す
る
も
の
で
あ
る
○

軍
事
地
理
學
の
問
題
鴬
し
て
第
一
に
馨
る
も
の
は
戦
闘
隠

直
接
必
要
な
兵
器
製
造
で
、
翻
、
他
の
握
拳
工
業
が
圭
要
な

、
材
料
を
供
し
ゅ
又
之
に
遵
ふ
火
藥
製
造
に
は
種
々
の
非
金

・
厩
及
び
有
機
性
原
料
を
要
す
る
。
此
等
の
材
料
を
國
内
に

産
す
る
ご
否
ご
は
雪
融
物
資
輪
入
の
杜
絶
℃
だ
蕩
合
に
生

．
死
の
分
れ
目
こ
な
る
べ
巻
で
あ
る
。
今
回
の
職
孚
に
於
て

燭
懊
両
國
も
落
丁
両
國
も
共
に
鐵
鑛
の
供
給
は
宏
ま
で
不

便
が
な
く
、
…
從
て
製
鐵
事
業
が
戦
孚
の
堅
め
に
撃
て
以
前

よ
り
も
活
況
を
呈
し
た
ゴ
こ
ご
は
想
橡
に
鯨
も
あ
る
。
濁
逸

鳳
西
部
戦
蕩
の
逡
揖
に
よ
っ
て
ジ
ル
、
ヅ
エ
近
傍
の
北
部

炭
田
地
方
か
ら
プ
レ
ー
の
鐵
鑛
産
地
を
占
有
も
、
ラ
嘘
及

リ
ュ
ク
ず
ツ
ブ
ー
γ
の
鐵
鋳
…
産
地
寒
冬
ハ
に
頗
る
潤
澤
璽
鋸
…

購梱

J
地
理
墨
・
に
興
へ
れ
る
鞭
欝
欝
撃
の
国
訓

第
ご
轡
號
　
　
　
九
三
　
（
四
三
五
）
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算
三
巻
　
　
叢
読
　
　
戦
争
地
理
學
に
輿
へ
六
ろ
燈
界
奇
麗
の
敬
呈
　
　
　
　
　
　
策
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號
　
　
　
九
四
（
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三
六
）

石
供
給
を
な
し
得
、
叉
瑞
典
ε
の
交
通
も
比
較
的
自
歯
π
　
製
し
沈
欝
登
油
で
幾
分
は
代
用
さ
れ
π
ら
う
が
、
近
原
ガ
．

か
ら
、
其
鐵
鑛
及
鐵
鋼
の
供
給
を
も
仰
ぎ
得
る
。
土
寄
も
」
フ
シ
ァ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
濁
逸
の
手
に
落
ち
元
の
で
其
の

國
内
の
鐵
鑛
の
外
に
西
班
牙
ピ
ル
バ
ォ
伊
太
利
エ
ル
バ
等
　
供
給
は
可
能
こ
な
つ
把
。

の
鐵
鑛
を
輪
罰
し
得
る
か
ら
、
大
な
る
不
足
を
威
ぜ
濾
。
　
　
艶
羨
の
職
孚
に
於
て
最
も
著
し
い
特
性
の
一
は
濁
逸
ρ

濁
逸
に
至
っ
て
は
海
洋
上
の
交
逼
が
封
鎖
さ
れ
π
早
め
に
　
最
近
人
口
の
増
加
ε
商
工
業
螢
逮
に
俘
ひ
起
π
穀
物
の
不

3
金
旙
中
銅
の
輸
入
が
杜
絶
し
た
こ
ご
が
非
常
な
る
苦
痛
な
　
足
に
乗
じ
て
聯
合
國
の
採
つ
だ
食
料
品
の
輸
入
杜
絶
で
、

る
べ
く
填
國
に
も
豊
富
な
銅
山
が
な
い
か
ら
同
じ
く
不
足
　
是
が
今
日
ま
で
最
も
猫
逸
を
苦
め
だ
大
事
件
で
あ
っ
だ
に

に
苦
み
つ
》
あ
る
。
硝
石
の
鍮
入
杜
絶
は
同
盟
國
で
は
豊
　
相
違
な
い
。
然
る
に
今
や
濁
罫
書
國
の
軍
隊
が
川
マ
マ
ニ

富
な
加
里
及
曹
達
櫨
鑛
床
の
存
在
ご
室
氣
中
の
窒
素
固
定
　
ア
を
席
巻
し
て
深
く
キ
エ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
の
地
方
に
入
り

が
可
能
な
る
ご
で
、
鯨
り
に
大
な
る
打
盤
ご
は
な
ら
ぬ
。
　
込
ん
だ
が
か
ら
今
後
は
恐
ら
く
は
小
旗
の
供
給
に
多
大
め

爆
藥
製
遭
に
必
要
な
綿
花
輸
入
が
杜
絶
し
泥
後
に
他
の
植
　
困
雑
は
な
く
な
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
如
き
封
鎖
は
ナ
ボ

物
繊
維
を
代
用
す
る
登
明
が
あ
っ
π
ご
傳
へ
ら
れ
花
か
ら
　
レ
オ
ン
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
、
シ
ス
テ
ム
に
伴
っ
て
海
外

是
は
濁
逸
に
あ
っ
て
も
現
在
で
は
非
常
な
苦
痛
ご
は
戚
燈
　
植
民
地
貨
物
の
翰
入
が
杜
絶
し
だ
際
に
戚
じ
π
所
な
ギ
、
～

ら
れ
て
居
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
自
働
車
輪
の
タ
イ
ヤ
に
要
す
　
は
非
常
な
相
野
で
、
一
億
除
の
濁
填
雨
國
の
兵
糧
攻
め
を

る
護
護
の
武
用
品
が
如
何
に
造
ら
れ
陀
か
分
ら
ぬ
が
、
是
策
し
花
も
の
で
あ
っ
て
、
蝋
型
が
開
戦
の
爲
め
に
自
か
ら

は
多
少
の
苦
痛
で
あ
唱
う
。
自
働
車
及
び
飛
行
機
の
燃
料
　
招
い
だ
所
こ
し
て
最
大
の
災
厄
こ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
又

呈
し
て
必
要
な
石
油
の
輸
入
杜
絶
は
コ
；
ル
タ
ー
か
ら
再
　
π
之
に
鋼
抗
す
る
猫
逸
の
潜
航
艇
の
莫
國
封
鎖
の
宜
言
及



實
行
も
頗
る
重
大
な
結
果
を
起
し
、
今
や
英
國
亦
泥
細
面

の
餐
に
倣
ひ
食
料
品
の
切
符
を
配
付
す
る
必
要
を
見
沈
。

　
蕾
め
．
如
く
國
内
の
富
源
ご
登
達
せ
る
産
業
の
種
類
ご
は

四
面
に
敵
を
受
け
紀
寺
國
の
戦
孚
叢
叢
の
可
能
不
可
能
及

び
持
績
年
月
の
長
短
に
重
大
な
關
係
あ
る
こ
ξ
が
今
回
の

欝
欝
の
敷
へ
π
最
も
痛
切
な
数
訓
で
あ
る
。

　
濁
逸
に
は
被
服
の
原
料
こ
し
て
棉
花
及
び
羊
毛
が
多
量

に
書
入
さ
れ
元
の
が
杜
絶
し
π
儒
め
に
羅
紗
綿
布
の
機
織

を
妨
げ
て
居
る
筈
で
あ
る
。
皮
革
類
の
輪
入
も
亦
泥
多
量

で
あ
っ
・
泥
か
ら
其
鮫
乏
に
よ
っ
て
靴
其
他
の
日
用
品
も
騰

貴
し
π
筈
で
あ
る
。
此
等
の
原
料
の
杜
絶
は
前
に
述
べ
た

小
早
の
輸
入
杜
絶
ご
脂
肪
類
の
敏
乏
ご
共
に
國
民
全
体
を

鰻
寒
に
坤
吟
せ
し
め
る
も
の
で
、
．
斗
星
状
態
に
在
る
申
事

同
盟
國
の
國
民
全
体
の
悲
惨
な
運
命
は
實
に
黒
む
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
世
界
戦
馬
の
現
況
か
ら
考
へ
て
、
戦
争

地
理
學
な
る
分
科
は
地
理
學
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
渉
る
こ

　
　
　
餓
〃
三
巻
　
　
叢
観
　
　
職
一
壷
地
理
學
に
輿
へ
乳
る
世
界
職
争
の
激
…
訓

ご
が
明
か
ご
な
つ
π
o
而
し
て
此
の
直
接
の
結
果
ε
し
て

量
器
的
に
交
通
、
蓮
搬
及
び
樋
商
の
あ
ら
ゆ
る
機
關
に
異

常
の
調
講
を
試
み
つ
、
あ
る
置
歌
を
熟
面
す
れ
ば
、
假
命

此
の
戦
事
が
表
面
上
に
結
末
を
告
ぐ
る
ε
も
如
へ
ら
れ
把

る
活
動
の
叡
慮
ご
濫
・
用
ご
は
容
易
に
恢
復
さ
れ
る
ご
は
想
囁

は
れ
霞
。
是
に
於
て
か
將
來
の
経
濟
地
理
學
は
政
治
颪
劃

よ
り
起
る
影
響
に
よ
り
て
富
め
流
通
分
配
が
多
大
の
制
限
．

を
轟
く
る
こ
ε
を
一
・
層
重
大
観
せ
ね
「
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
ム
ユ
後
の
戦
争
地
狸
墨
・
な
る
も
の
は
軍
事
地
理
墨
・
に
於
て

從
來
取
扱
は
れ
解
る
範
士
よ
か
も
蓬
か
に
贋
く
な
つ
で
、
‘

地
理
學
の
研
究
す
る
大
抵
の
問
題
ざ
直
接
又
は
間
接
の
關

係
を
有
す
る
こ
ご
に
な
つ
髭
。
然
れ
ざ
も
我
々
ば
未
だ
極

め
て
表
面
的
に
交
職
國
聞
に
公
知
の
材
料
に
よ
っ
て
考
察

し
得
る
に
止
ま
る
か
ら
如
何
に
せ
ぱ
職
事
地
理
學
の
科
目

を
系
統
的
に
考
究
し
得
る
か
に
就
て
具
体
的
に
論
述
す
る

こ
ε
は
戦
局
の
牧
ま
る
を
待
π
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
三
號

九
五
　
（
廻
三
七
）


